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Agenda 
議長選出
議事録署名人選出
書記選出
定足数確認
審議

第１号議案 平成１９年度事業報告
第2号議案 平成１９年度収支決算報告及び監査報告
第3号議案 平成２０年度事業計画案
第４号議案 平成２０年度収支予算案

理事選挙



【平成１９年度事業報告】



聴覚障害児・者向けのスキー指導に関する事業

正月レベルアップ合宿

実施日 平成１８年１２月３０日～１９年１月２日

実施場所 新潟県赤倉温泉スキー場

参加人数 30名
講師 土師比（テククラ班）、大堀（正・準指受検班）、

中田（１級班）、川上講師（２級班）、土師桂（３級班）、



聴覚障害児・者向けのスキー指導に関する事業

聴覚障害児（フリースクール）を対象としたポール
体験＆スキー教室

平成１９年１月７日～８日

長野県栂池高原スキー場

積雪３０ｃｍのため、ゲレンデにポールを立てられず中
止となった。



聴覚障害児・者向けのスキー指導に関する事業

岡山聾学校スキー教室派遣

派遣日 平成１９年２月７日～９日

派遣場所 鳥取県大山スキー場

派遣講師 中田、岩井、右手
平日３日間開催、講師の１００％自己負担という問題があっ

たが、今後も継続して取り組みたい。

その他に、長野ろう学校からも講師

派遣の依頼があったが、学校側の
派遣予算の関係で断念



聴覚障害児・者向けのスキー指導に関する事業

デフ親子スキースクール
東京デフSCと共催 （三井住友海上スマイルハートクラブの助成で実施）

http://www.ms-ins.com/company/social/

実施日 平成１９年 ２月１１日～１３日
実施場所 群馬県尾瀬かたしな高原スキー場
参加人数 ３０名
講師 田島、土師（桂）、橋本、星、工藤
スタッフ 粟野 他１名



聴覚障害児・者向けのスキー指導に関する事業

西日本ブロックスキー講習会
実施日 平成１９年２月１０日～１２日

実施場所 石川県瀬女高原スキー場

参加人数 ４９名

講師 中田、永野、呉竹一、吉本、幸田、上田、

岡田、岩井、坪倉



聴覚障害児・者向けのスキー指導に関する事業

障害児学童保育のスキー教室派遣
実施日 平成１９年３月２４日～２５日

実施場所 新潟県シャトー塩沢スキー場

派遣先 国分寺市地域活動「わいわいクラブ」様

派遣講師 大堀、山田



全日本聴覚障害スキー技術選手権大会の開催事業

第１０回全日本聴覚障害スキー技術選手権大会

平成１９年３月１８日

長野県栂池高原スキー場

記録的な暖冬の影響により滑走可能なコースが狭くなり、選
手の安全の確保そして外部一般のスキーヤーに迷惑をかけ
てはならないという立場から、中止となった。

代替として、榎並元デモによる

有資格者のスキー講習会を実施



日本デフスポーツ団体協議会

全日本ろうあ連盟とのパイプ強化
（成果）

全国ろうあ者冬季体育大会スキー技術競技審判員の拡大 １名⇒２名
日本聴力障害新聞に指導員会のPRを載せることができた。

（詳細は次頁）

日本パラリンピック委員会（JPC）からの情報
（成果）

福祉医療機構からの有利な助成金情報を頂き、指導員会からも２件の申請を出
し、何れも平成２０年度の助成金として支給が認められた。

（詳細は次頁）

他競技スポーツ団体との情報交換
（わかったこと）

他団体でも、ろう児にスポーツの楽しさを広めている事業をやっていることがわ
かった。
他団体でも、日体協の公認スポーツ指導者資格を取得している人が何人かいる
ことがわかった。



全日本ろうあ連盟とのパイプ強化

第３７回全国ろうあ者冬季体育大会協力

２００７年２月２４日～２月２６日

実施場所

岐阜県モンデウス位山スキー場

派遣技術委員

スキー技術競技 土師

派遣審判員
中田、岡田（B級検定員）



全日本ろうあ連盟とのパイプ強化

日本聴力障害新聞への掲載(2007年２月号）



日本パラリンピック委員会（JPC）からの情報

障害者スポーツ支援基金の獲得
（独立行政法人福祉医療機構）

聴覚障害スキー技術選手権大会開催事業
助成金 … 397千円

ろう児のジュニアスキー競技選手育成事業

（日本ろう者スキー協会委託事業）

助成金 … 366千円

来年度はこれらの助成金を使って事業を実施しま
すので、ご協力をお願いします。



資格検定 合格者

準指導員合格者
池田（大阪）

敬称略

正指導員合格者
川上典男（埼玉） 瀬戸博美（東京） 小池真理子（東京）

おめでとうございます。

今後の活躍を期待しています。



会員プロファイル（平成１９年６月３０日現在）

会員構成 会員６３名
（北海道ブロック１名、東北ブロック３名、関東甲信越ブロック３９名、
中部ブロック３名、近畿ブロック１１名、四国ブロック４名、中国ブロック２名）

有資格者（SAJ公認）
指導員 ２３名（うち健聴者９名）
準指導員 ２３名（うち健聴者３名）
Ａ級検定員 ３名（うち健聴者２名）
Ｂ級検定員 １５名（うち健聴者７名）
Ｃ級検定員 ２３名（うち健聴者１名）
パトロール １名（健聴者）
旗門審判員 ４名（うち健聴者１名）
Ｂ級セッター １名

プライズ資格
クラウン ５名（うち健聴者２名）
テクニカル １２名（うち健聴者５名）



【平成１９年度収支決算報告】



【収入】
１　会費・入会金収入

入会金収入 4,000
会費収入 118,000 122,000

２　事業収入
(1)　スキー指導に関する事業 1,536,841
(2)　大会開催に関する事業 0
(3)　啓発・広報に関する事業 932,465

2,469,306
３　補助金等収入

助成金収入 100,000 100,000

４　寄附金収入
150,000 150,000

５　その他収入
利息収入 414

0 414

当期収入合計 2,841,720

前期繰越収支差額 598,366

収　入　合　計 3,440,086

三井住友海上
スマイルハートクラブ

平成１８年度繰越金

新入会員 4名

平成１9年度群馬県総会
有資格者研修会

１．正月レベルアップ合宿
２．西日本ブロックスキー講習会
３．デフ親子スキースクール

雪不足により中止

１．大和ハウス工業（株）社会貢献
２．三菱東京ＵＦＪ銀行社会貢献



企業からの助成、寄付状況

三井住友海上火災保険スマイルハートクラブ
10万円 ⇒用途 第２回デフ親子スキー教室（東日本ブロック）

三菱東京UFJ銀行
5万円 ⇒用途 第１回デフ親子スキー教室（東日本ブロック）

大和ハウス工業（株）従業員一同
10万円 ⇒用途 ろう学校スキー教室派遣（西日本ブロック）



【支出】
１　事業費

(1)　スキー指導に関する事業 1,563,244
(2)　大会開催に関する事業 0
(3)　情報保障に関する事業 0
(4)　啓発・広報に関する事業 967,890
(5)　手話に関する事業 0

2,531,134
２　管理費 役員報酬 0

給料手当 0
什器備品費 46,614
光熱水費 0
消耗品費 2,561
渉外費 4,000
会議費 0
通信運搬費 16,060
印刷製本費 2,070
分担金 10,000
租税公課 0 81,305

３　予備費 予備費 0

当期支出合計 2,612,439

技術選 横断幕（バナー）

１．正月レベルアップ合宿
２．西日本ブロックスキー講習会
３．デフ親子スキー教室

平成１９年度群馬県総会
有資格者研修会

雪不足により中止



【財産目録】

１　流動資産

現金予算

現金 0

普通預金

（１）郵便局 469,976

（２）東京三菱銀行 121,870

（３）みずほ銀行 235,801

　流　動　資　産　合　計 827,647

【収支】

収入（3 ，440，086円） － 支出（2，612，439円） ＝ 827，647 円

【目録】



貸借対照表（B/Sシート）の読み方

貸借対照表のことをバランスシートといいます。

法人の台所事情はこんな感じだよ、ということを市民に知らせるため
に、NPO法では貸借対照表の作成を義務付けられています。

貸借対照表は大きく分けて次の３つから成り立っており、互いにバラ
ンスが取れているようになっています。

Ⅰ 資産の部

Ⅲ 正味財産の部

Ⅱ 負債の部

資産の部 ＝ 負債の部 ＋ 正味財産の部



貸借対照表（B/Sシート）の読み方

資産の部

正味財産の部

負債の部

借金がどれくらいあるかを示します。
ここでは、どんな債務を抱えている
のかということが表現されます。
借入金はもちろん、仕入債務、未払
費用、各種引当金、等など。

いわゆる純資産です。
資産総額から負債総額を差し引くと、
純資産になります。

つまり、資産＝負債＋資本という形
でバランスするようになっています。

おおまかにいって、いま法人を解散
したらこれだけの価値が残りますよ、
という風に見ることもできます。

借金を含めてこういう資産を現在
持っていることをここで表現します。

現金預金、土地、建物、など固定
資産を含めた財産目録を一定の
ルールのもとにまとめています。

827,647円

0円

827,647円

現在の状況



【資産推移】
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◆三井住友海上スマイルハートクラブ助成
（平成１９年度事業分）

◆会員数３０％増

計画外収入

◆平成２０年度事業予定のろう児向けスキースクールの助成金１０万円

◆社会貢献による寄付金収入（１５万円）



企業からの支援状況

セイコーエプソン労働組合
カラーレーザプリンタを贈呈して
頂きました。

「指導員会にゅーす」の発行、大
会プログラムの印刷に使用しま
す。



【平成２０年度事業計画案】



平成２０年度の事業方針

聴覚障害スキーヤーのスキー普及発展
正月レベルアップ合宿の実施
第１１回全日本聴覚障害スキー技術選の実施
西日本ブロックスキー講習会の実施
第２回デフ親子スキー教室の実施

ろう学校スキー教室派遣事業の強化
岡山ろう学校、長野ろう学校（年２回）

聴覚障害スキーヤーの情報保障
スポーツ競技用語サイン確定（スキー技術部門）
DVD字幕の継続交渉

外部団体とのパイプ強化
全日本ろうあ連盟スポーツ委員会
日本デフスポーツ団体協議会
日本ろう者スキー協会

助成金獲得強化
独立行政法人福祉医療機構 障害者スポーツ支援基金（毎年８月募集）
笹川スポーツ財団（毎年１月募集）
キリン福祉財団（毎年９月募集）
子どもゆめ基金（毎年９月募集）

日本財団（毎年１０月募集）



正月レベルアップ合宿

２００７年１２月２９日～２００８年１月２日

合宿内容
バッジテスト（テククラ模擬テスト）

指導者養成（対象 正、準指受検者）

合宿予定地
岩手県 八幡平スキー場



ろうのジュニアスキー競技選手育成

実施予定日 ２００８年１月１２～１４日

実施場所 長野県 斑尾高原スキー場

対象者
全国の聴覚障害児７０名

共催 日本ろう者スキー協会

独立行政法人福祉医療機構

障害者スポーツ支援基金により実施予定



西日本ブロックスキー講習会

２００８年２月 ９日～２月１１日

開催予定地
石川県 瀬女高原スキー場

内容
バッジテスト、Jrバッジテスト

対象者 西日本在住の聴覚障害児、者



デフ親子スキー教室（東日本ブロック）

２００８年２月 ９日～２月１１日

実施場所
群馬県

尾瀬かたしな高原スキー場

内容
スキー教室

対象者 聴覚障害児を持つ親子１０組

その他 東京デフSCと共催

（今年度も三井住友海上スマイルハートクラブ
の助成で実施することに決定）

http://www.ms-ins.com/company/social/



障害児スキー教室（協力）

２００８年３月２３日～３月２４日

実施場所

新潟県シャトー塩沢スキー場

内容

スキー教室

対象者 障害児学童保育「国分寺わいわいクラブ」様



実施予定日 ２００８年２月２３、２４日

実施場所長野県 黒姫高原スノーパーク

独立行政法人福祉医療機構

障害者スポーツ支援基金により実施予定

全日本聴覚障害スキー技術選手権大会



【平成２０年度予算案】



【収入】
１　会費・入会金収入

入会金収入 3,000
会費収入 120,000 123,000

２　事業収入
(1)　スキー指導に関する事業 2,000,000
(2)　大会開催に関する事業 250,000
(3)　啓発・広報に関する事業 450,000

2,700,000
３　補助金等収入

助成金収入 913,000 913,000

４　寄附金収入 100,000 100,000
５　その他収入

利息収入 500
500

当期収入合計 3,836,500

前期繰越収支差額 827,647

収　入　合　計 4,664,147

平成１９年度繰越金

新入会員 ３名

平成２０年度奈良県総会

正月レベルアップ合宿
ろう児ジュニアスキー育成
西日本ブロックスキー講習会
デフ親子スキー教室

第１１回技術選

助成金入金先（予定）
三井住友海上火災スマイルハート
福祉医療機構
日本ろう者スキー協会

寄付金入金先（予定）
大和ハウス工業（株）



【支出】
１　事業費

(1)　スキー指導に関する事業 2,466,000
(2)　大会開催に関する事業 547,000
(3)　情報保障に関する事業 100,000
(4)　啓発・広報に関する事業 480,000
(5)　手話に関する事業 50,000

3,643,000
２　管理費 役員報酬 0

給料手当 0
什器備品費 50,000
光熱水費 10,000
消耗品費 100,000
渉外費 10,000
会議費 10,000
通信運搬費 20,000
印刷製本費 10,000
分担金 5,000
租税公課 0 215,000

３　予備費 予備費 16,147
当期支出合計 3,874,147
当期収支差額 790,000

正月レベルアップ合宿
ろう児ジュニア競技選手育成
西日本ブロックスキー講習会
デフ親子スキー教室

平成２０年度奈良県総会

第１１回技術選

日本デフスポーツ団体
協議会

イラスト作成

子供用ビブ作成



本年度も宜しくお願いいたします。
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